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これまでの経緯及び今後のスケジュール（案） 

 

１．これまでの経緯 

５月 20日     第１回朝来市地域コミュニティの在り方懇話会 

                    ・今後の進め方について意見交換を行った 

 ６月～８月     ワーキンググループの開催（各 WG２回開催） 

・検討課題に応じて４つのワーキンググループで検討 

           ①自治組織の関係性：区・自治協・行政の関係性の整理 

           ②自治協の在り方 ：自治協の役割・体制・交付金・拠 

点の整理 

           ③生活課題対応  ：10年後を見据えた生活課題への 

対応（区の再編、災害時対応、移 

動手段、農地の管理等） 

           ④支援体制    ：地域づくりへの専門的支援、職員 

の支援体制等 

８月 26日     第２回朝来市地域コミュニティの在り方懇話会 

          ・ワーキンググループの内容を踏まえ、協働の指針の方 

向性について意見交換を行う 

 

 

 

２．今後のスケジュール要点 

・９月以降、まちづくりフォーラムの準備とともに、指針案について、市役所庁内及び関連団体との協

議や調製を行う。 

・まちづくりフォーラムの開催が１０月中旬から１１月末まで予定されている。 

・まちづくりフォーラムの意見整理と反映を踏まえて、１２月に第３回ワーキンググループを開催し、

その意見整理を年内に行う。 

・１２月末〜１月上旬に第３回懇話会を開催し、指針（案）の最終案に向けた協議を行う。 

・２月に第４回懇話会を開催、指針（案）を確定し、令和７年度からの制度変更や事業等について確認 

 

 

月 会議等 内容等 関連会議等 

8月下旬 ― ― 

・市長・副市長へのまちづ

くりフォーラムについて

の説明 

 

9月 ― 

事務局： 

・第２回懇話会意見整理 

・市役所内・関係団体との指針案記載

９月６日地域自治協議会会

長事務局長会議 

・懇話会及び WG の経過報告 

資料４ 
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内容についての協議 ・指針関連事項の意見聴取 

・まちづくりフォーラム開

催説明 

10月初旬  

 ・政策調整会議 

※来年度の施策・予算等の

協議 

10 月中旬

〜 

11月下旬 

まちづくりフォ

ーラム 

・自治基本条例説明 

・前年度に実施したヒアリング結果報告 

・指針（案）たたき台要旨説明 

・指針（案）たたき台要旨に関連する

意見聴取 

 

事務局： 

・まちづくりフォーラムで

の説明 

・意見聴取・整理 

・指針案の検討・作成 

・11 月中旬予算要求 

12月 第３回 WG（各 WG） 

・指針（案）WG テーマに関連する事項

の協議 

・まちづくりフォーラムを踏まえた内

容の検討・修正 

事務局： 

・WG 資料の作成、意見整理 

・指針案への反映 

12月末 

〜 

１月上旬 

第３回懇話会 

・まちづくりフォーラム・WG を踏まえ

た、指針内容の修正や調製 

 

１ 月 中 旬

〜 

２月上旬 

とりまとめ作業 

・必要に応じて WG やヒアリング 事務局： 

・指針最終案の作成 

 とりまとめ 

２月 

中下旬 

第４回懇話会 

（最終回） 

・指針確定・令和７年度以降の予定等 

 

２月下旬： 

地域自治協議会会長・事務

局長会議 

３月 ― 

 ・指針等の周知・研修 

想定対象者：地域自治協

議会関係者、地域担当職

員、朝来市職員 
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令和６年度朝来市まちづくりフォーラムでの説明及び意見聴取について(案)  

 

１．開催時期：令和６年 10月中旬～11月下旬 

２．開催時間：19:00～20:00 

３．実施場所等  

開催地域自治協議会名 開催場所 
参考：昨年度

参加者数 

和田山地区地域自治協議会 和田山ジュピターホール  36人 

いくの地域自治協議会 生野マインホール 79人 

東河地区協議会 東河地区市民会館 58人 

与布土地域自治協議会 朝来市高齢者活力創造センター 52人 

梁瀬地域自治協議会 さんとう緑風ホール 56人 

奥銀谷地域自治協議会 奥銀谷かながせの郷 71人 

朝来地域自治協議会 あさご・ささゆりホール 80人 

竹田地域自治協議会 竹田地区コミュニティセンター 75人 

粟鹿地域自治協議会 朝来市粟鹿地区農村環境改善センター 62人 

大蔵地域自治協議会 大蔵地区市民会館 76人 

糸井地域自治協議会 糸井地区市民会館 63人 

合計 708人 

 

 

４．当日の流れ 

（１） 開会 

（２） 市長挨拶 

（３） 地域自治協議会会長 挨拶 

（４） 説明項目 

① 地域コミュニティの在り方検討 

・ 別紙資料のとおり、主に昨年度実施の調査結果及び第２回懇話会までの検討状況を踏まえ

た指針案の要旨を説明予定（20分程度） 

② プラスチックごみの新たな分別収集に向けて 

（５） 意見交換 

・ 主に全体での質疑や意見（短時間）となる見込み 

（６） 閉会        ※アンケート：回収ボックスへ提出又は QRコードで回答 

 

※地域コミュニティの在り方について意見をいただくため、参加者アンケート（仮称）に次頁記載の

質問項目を盛り込んではどうか。 
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５．開催までのスケジュール 

８月下旬   市長・副市長に説明 

 ９月６日  地域自治協議会会長事務局長会議で説明 

 10月中旬  まちづくりフォーラム開始 

 

 

６．懇話会にてご確認いただきたいこと 

（１）アンケートへの質問項目で含めるべきことはないか 

※項目数には制限があるため、懇話会を受けて、事務局調整 

  

［項目案］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）まちづくりフォーラム（ご自身のお住まいや関連する地域での開催回）に、ご参加いただきたいこ

と、及び参加の呼びかけ等をいただきたい 

 

 

● 住民同士の支え合い・つながりがこれからも続いていくために必要と考えること 

● 地域自治協議会の役割として期待すること（地域自治協議会がどのような組織と理解して

おられるか、あるいはわからない場合はその旨でも可） 

● 行政による区・地域自治協議会への支援で期待すること（資金面・非資金面の両方でお考

えをお聞かせください） 

● その他、本日の地域コミュニティの在り方検討状況の説明を受けて、感じられたこと・疑

問に思われたこと 

 


